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   2024 年８月 27 日 

各  位    

 
会 社 名 ポ ー ル ト ゥ ウ ィ ン 

ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

 代表者名 代表取締役社長 橘    鉄 平 

  (コード番号：3657、東証プライム) 

 問合せ先 取締役管理部部長 山 内  城 治 

  (TEL：03－5909－7911) 
 

 

合同会社 DMM.com のステージ事業の会社分割（簡易吸収分割）による 

当社連結子会社への承継に係る吸収分割契約の締結に関するお知らせ 
 

 

当社連結子会社である株式会社 HIKE（以下、HIKE）は合同会社 DMM.com（以下、DMM.com）のステージ事業

を会社分割（簡易吸収分割）により承継すること（以下、本分割）に関する吸収分割契約の締結を決議いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

１．本分割の目的 

  当社グループは、顧客のサービスやプロダクトのライフサイクルの企画、開発、リリース、運用、改善

の工程において、品質コンサルティング、ゲームデバッグ、ソフトウェア第三者検証、環境構築・移行サ

ポート、モニタリング、カスタマーサポート、不正対策、BPR サポート等を提供するサービス・ライフサ

イクルソリューション事業を行っており、同事業は、国内ソリューション、海外ソリューション、メディ

ア・コンテンツの３つの業務に区分しております。 

   

  HIKE は、当社グループのメディア・コンテンツ業務を担う中核事業会社で、アニメーション、ゲーム、

音楽、舞台、映画など、様々なコンテンツの企画・制作、グッズの商品化・販売までのトータルプロデュ

ース事業を行っております。同社では IP をアニメーション、ゲーム、音楽、舞台、映画などに展開し、

その価値を最大化する IP の 360°展開の取り組みを進めており、2022 年 11 月には 2.5 次元舞台事業の拡

大を目的に株式会社 SANETTY Produce（サネッティー プロデュース）を子会社化し、その後同社を合併し

て舞台演劇の制作及びプロデュース等のライブエンターテイメント事業を加速しております。 

 

  DMM.com は、動画配信や電子書籍、アニメなどの多様なエンタメサービスに加え、3D プリントや EV 充電

などのハードウェア分野、web3や AIなど最先端のテクノロジーを取り入れた事業など、様々な事業を手掛

けています。同社が運営する事業の一つで舞台事業を中心としたエンターテインメントレーベル「DMM 

STAGE」は、2.5 次元作品を始めとした舞台制作を行っており、ハイクオリティな舞台、LIVE、映像作品な

どに定評があります。HIKEが制作を行った舞台『パリピ孔明』（2024年５月公演）においては、HIKE及び

DMM.com の両社が製作委員会に加わって作品を送り出すこともしております。 

 

この度、より親和性の高い企業グループの中でステージ事業を成長させることを模索していた DMM.com、

そして IP の 360°展開の更なる拡大を図る HIKE のいずれにとっても目的が合致することから、本分割を

行うことといたしました。HIKE は、本分割によって即戦力スタッフの増強、自社取り扱い作品ラインナッ

プの強化を行い、舞台ファン、原作元、エンターテイメント業界における HIKE ブランドの知名度拡大を図

るとともに、ライブエンターテインメント市場におけるライブコンサートや朗読劇、演劇やミュージカル

公演の更なる拡充を目指します。 

 

なお、本分割において分割会社から承継会社へ移転する資産は公演項目に係る知的財産権が主となりま

すが、そこに今後制作予定のタイトルも含まれる都合上、承継時期を２回に分けております。以下、第１

回目の分割を「本分割①」、第２回目の分割を「本分割②」と言います。 
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２．本分割の要旨 

（１）日程 

取 締 役 会 決 議 2024 年８月 27 日 

吸収分割の契約締結日 2024 年８月 27 日 

吸収分割の効力発生日 
本分割① 2024 年 12 月１日（予定） 

本分割② 2025 年 12 月１日（予定） 

（注）本吸収分割は、HIKE においては、会社法第 796 条第２項に基づく簡易吸収分割であり、分割会社

である DMM.com においては、会社法第 784 条第２項に基づく簡易吸収分割であるため、いずれに

おいても本分割承認のための株主総会は開催いたしません。 

 

（２）本分割の方式 

   本分割①及び本分割②のいずれも HIKE を承継会社、DMM.com を分割会社とする吸収分割であります。 

 

（３）本分割に係る割当て 

   本分割①及び本分割②のいずれも HIKE は対価として、DMM.com に金１円を交付する予定です。 

 

（４）分割会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   本分割①及び本分割②のいずれも該当事項はありません。 

 

（５）本分割に伴い増減する資本金 

   本分割①及び本分割②のいずれも分割当事会社の資本金の増減はありません。 

 

（６）承継会社が承継する権利義務 

   本分割①及び本分割②のいずれも効力発生日における分割会社である DMM.com のステージ事業の一部

に関する資産、債務、契約その他の権利義務を吸収分割契約書に定める範囲において承継します。 

 

（７）承継会社の債務履行の見込み 

   本分割①及び本分割②のいずれも効力発生日以降において、承継会社である HIKE が負担すべき債務に

ついて、履行の見込みに問題はないものと判断しております。 

 

３．本分割に係る割当ての内容の根拠等 

   本分割①及び本分割②のいずれも、HIKE が支払う金銭については、同社が承継する資産の時価相当額

等を総合的に勘案し、DMM.com と協議を行った結果、合意にいたりました。 

 

４．本分割の当事会社の概要 

項目 承継会社 分割会社 

（１） 名 称 株式会社HIKE 合同会社DMM.com 

（２） 所 在 地 東京都新宿区西新宿三丁目２番４

号 

東京都港区六本木３丁目２番１号 

住友不動産六本木グランドタワー24

階 

（３） 代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役 三上 政高 代表社員 株式会社DMM.comホール

ディングス 

職務執行者 亀山 敬司 

（４） 事 業 内 容 IP コンテンツプロデュース事業 動画配信事業、電子書籍事業、アニ

メ事業、通信販売事業等 

（５） 資 本 金 155,020千円 

（2024年１月31日現在） 

100,000千円 

（2024 年２月 29 日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2018年３月14日 1999 年 11 月 17 日 

 

（７） 発 行 済 株 式 数 250,900株 

（2024年１月31日現在） 
- 

（８） 決 算 期 １月31日 ２月29日 

（９） 大 株 主 

及 び 持 株 比 率 

ポールトゥウィンホールディング

ス株式会社 90％ 

三上 政高 10％ 

株式会社 DMM.com ホールディングス 

100% 

（10） 直前事業年度の経営成績及び財政状態（単位：百万円） 
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決算期 2024年１月期 2024 年２月期 

純 資 産 △1,744 - 

総 資 産 3,108 - 

１株当たり純資産（円） △6,949.60 - 

売 上 高 4,291 - 

営 業 利 益 △1,061 - 

経 常 利 益 △1,090 - 

当 期 純 利 益 △1,236 - 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 （ 円 ） 
△4,924.38 - 

（注）分割会社との合意により、「-」の箇所は非公表とさせていただきます。 

 

５．分割する事業部門の概要 

（１）本分割①について 

①分割する部門の事業内容 

   DMM.com におけるステージ事業の一部 

②分割する部門の経営成績 

   2024 年２月期の売上高： 438,467,172 円 

③分割する資産、負債の項目及び金額（2024 年８月 27 日現在） 

（単位：円） 

項目 帳簿価格 項目 帳簿価格 

資産 ０ 負債 ０ 

（注）分割する資産及び負債の金額は、2024 年８月 27 日の現況に基づいた見込み額を記載しておりま

す。また、実際に分割する資産及び負債の金額は、上記から変動する可能性があります。 

 

（２）本分割②について 

①分割する部門の事業内容 

   DMM.com におけるステージ事業の一部 

②分割する部門の経営成績 

   2024 年２月期の売上高： ０円 

③分割する資産、負債の項目及び金額（2024 年８月 27 日現在） 

（単位：円） 

項目 帳簿価格 項目 帳簿価格 

資産 ０ 負債 ０ 

（注）分割する資産及び負債の金額は、2024 年８月 27 日の現況に基づいた見込み額を記載しておりま

す。また、実際に分割する資産及び負債の金額は、上記から変動する可能性があります。 

 

６．本分割後の状況 

  本分割の当事会社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金の額、決算期は変更ありま

せん。 

 

７．今後の見通し 

  本分割が当社連結業績に与える影響につきましては、軽微であると判断しておりますが、今後の見通し

において、その影響に重要性があると判断した場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 

（参考）当期連結業績予想（2024 年３月 12 日公表分）及び前期連結実績 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

当期連結業績予想 

（2025 年１月期） 
52,028 2,212 2,201 246 

前期連結実績 

（2024 年１月期） 
46,980 404 509 △1,967 

 


